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豊穣の秋を期待し、５月中旬より田植え作業始ま豊穣の秋を期待し、５月中旬より田植え作業始まるる
東鷹栖地区 沼沢さ東鷹栖地区　沼沢さんん

お米ジェラート『愛すご飯』が一村逸品大賞で金賞受お米ジェラート『愛すご飯』が一村逸品大賞で金賞受賞賞
選考委員長のやくみつる氏（右）より記念品を受けとる柿林組合長（左選考委員長のやくみつる氏（右）より記念品を受けとる柿林組合長（左））

『愛すご飯』一村逸品大賞で金賞受賞許

第９回通常総代会開催距

総代会開会あいさつ鋸漁

たいせつＨＯＴニュース禦魚

　ＴＰＰ交渉参加阻止道民集会

　直売所野菜出荷本格化！

　第41回上川ホルスタインショウ開催

　酪農後継者研修会開催

たいせつなここがポイント（水稲・畑作編）亨享

ひろげよう農家民泊京

ＪＡマイカーローンのご案内供

中古農機・自動車展示即売会侠

理事会からのご報告、監事会からのご報告僑

機構図兇
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お
米
ジ
ェ
ラ
ー
ト
『
愛
す
ご
飯

 お
米
ジ
ェ
ラ
ー
ト
『
愛
す
ご
飯
』』

日
本
農
業
新
聞
全
国
大
会
で『
一
村
逸
品
大
賞
』で
金
賞
受
賞

日
本
農
業
新
聞
全
国
大
会
で『
一
村
逸
品
大
賞
』で
金
賞
受
賞
 

　

こ
の
大
会
は
、
日
本
農
業
新
聞
の
普

及
推
進
Ｊ
Ａ
を
表
彰
し
、
啓
蒙
普
及
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、

今
回
は
、
創
刊　

周
年
・
株
式
会
社
設

85

立　

周
年
を
記
念
し
た
大
会
と
な
り
、

10
そ
の
大
会
に
「
長
期
普
及
優
績
表
彰
」

と
「
一
村
逸
品
大
賞
」
金
賞
の
Ｗ
受
賞

を
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
全
国
多
く
の

受
賞
を
受
け
た
Ｊ
Ａ
の
中
で
も
唯
一
、

Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
の
み
で
あ
り
、
大
き
な

栄
誉
を
受
け
ま
し
た
。

　

お
米
ジ
ェ
ラ
ー
ト
「
愛
す
ご
飯
」
は

選
考
委
員
長
の
タ
レ
ン
ト
や
く
み
つ
る

氏
よ
り
受
賞
を
受
け
、
会
場
の
一
村
逸

品
受
賞
展
示
ブ
ー
ス
に
て
、
や
く
み
つ

る
氏
と
の
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
当
日
の
日
本
農
業
新
聞

全
国
版
に
も
記
事
と
し
て
大
き
く
掲
載

し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
お
米
ジ
ェ
ラ

ー
ト
「
愛
す
ご
飯
」
の
販
売
に
追
い
風

と
な
り
、
使
用
し
て
い
る
高
級
ブ
ラ
ン

ド
米
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
全
国
知
名
度

向
上
の
良
い
Ｐ
Ｒ
相
乗
効
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

Ｓ
Ｔ
Ｖ
に
て
毎
週
水
曜
日
午
前　

時
10

　

分
か
ら　

時　

分
の
時
間
帯
で
放
映

25

11

00

し
て
い
ま
す
「
女
神
の
マ
ル
シ
ェ
」

（
柴
田
り
え
・
東
Ｍ
Ａ
Ｘ
出
演
）
の
番

組
に
お
い
て
お
米
ジ
ェ
ラ
ー
ト
「
愛
す

ご
飯
」
が
、
番
組
企
画
の
「
ア
イ
ス
バ

ト
ル
選
手
権
」
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
、

紹
介
さ
れ
る
予
定
で
す
。

日
本
テ
レ
ビ（
Ｓ
Ｔ
Ｖ
）『
女
神
の
マ
ル
シ
ェ
』に
登
場
予
定

☆放送日

　６月20日水曜日　

　午前10：25～11：00放送

お楽しみに！
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た
い
せ
つ
農
協
第
９
回
通
常
総
代
会

を
４
月　

日
午
後
１
時
よ
り
、
た
か
す

25

メ
ロ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
於
い
て
総
代
・

来
賓
各
位
多
数
の
ご
出
席
を
戴
き
開
か

れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
大
西
筆
頭
理
事
の
音
頭

に
よ
り
出
席
者
全
員
で
Ｊ
Ａ
綱
領
の
唱

和
を
し
ま
し
た
。
柿
林
代
表
理
事
組
合

長
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
な
さ
れ
、
続
い

て
ご
来
賓
を
代
表
し
て
鷹
栖
町
長
助
安

嘉
和
様
、
旭
川
市
農
政
部
長
中
尾
信
一

様
、
系
統
連
合
会
を
代
表
し
て
Ｊ
Ａ
北

海
道
信
連
旭
川
支
所
長
林
則
明
様
よ
り

ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
議
長
団
の
選
出
で
は
、
鷹
栖

地
区
よ
り　

区
藤
澤
孝
夫
さ
ん
、
東
鷹

14

栖
地
区
よ
り　

区
松
島
一
則
さ
ん
が
選

18

出
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
団
の
就
任
挨
拶

の
後
、
総
代
会
へ
の
出
席
人
数
の
報
告

が
な
さ
れ
、
総
代
定
数
３
３
５
名
中
、

実
出
席
総
代
数
１
８
２
名
、
代
理
議
決

数　

名
、
書
面
議
決
数　

名
で
本
総
代

27

54

会
が
成
立
す
る
事
を
告
げ
議
事
に
入

り
、
平
成　

年
度
第
９
事
業
年
度
事
業

23

報
告
、
決
算
報
告
、
剰
余
金
処
分
案
、

平
成　

年
度
事
業
計
画
案
と　

議
案
並

24

10

び
に
報
告
事
項
３
件
に
つ
い
て
上
程
さ

れ
、
満
場
の
賛
成
で
全
議
案
に
つ
い
て

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総

代
会
で
は
、
ご
意
見
や
ご
要
望
が
出
さ

れ
、
そ
の
中
で
も
「
Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

の
奨
励
金
の
考
え
方
」
や
「
将
来
の
農

協
の
体
制
・
合
理
化
に
つ
い
て
」
な

ど
、
今
後
の
事
業
運
営
に
向
け
た
質
疑

が
な
さ
れ
柿
林
代
表
理
事
組
合
長
よ
り

答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固

阻
止
に
関
す
る
特
別
決
議
（
案
）
」
が

小
野
寺
昭
人
青
年
部
長
に
よ
り
読
み
上

げ
ら
れ
、
満
場
の
賛
成
で
採
択
さ
れ
、

最
後
に
松
原
代
表
理
事
専
務
の
閉
会
挨

拶
が
あ
り
、
午
後
２
時　

分
閉
会
し
ま

55

し
た
。

　

総
代
の
皆
様
に
は
、
農
繁
期
大
変
お

忙
し
い
と
こ
ろ
ご
出
席
賜
り
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
農
協
運
営
に
つ

き
ま
し
て
は
、
農
協
事
業
懇
談
会
や
総

代
会
で
出
さ
れ
ま
し
た
ご
意
見
を
基
に

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
の
尚
一
層
の

深
い
ご
理
解
と
ご
利
用
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

議長団を務める鷹栖地区藤澤孝夫さん（左）、東鷹栖地区
松島一則さん（右）

ＴＰＰ交渉参加断固阻止に
関する特別決議（案）を提案
小野寺昭人青年部長

ＪＡ綱領朗唱
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組
合
員
総
代
の
皆
様
に
は
、
本
年
は

特
に
融
雪
が
遅
れ
、
水
稲
の
播
種
作
業

で
は
、
未
だ
最
盛
期
の
大
変
お
忙
し
い

中
、
本
総
代
会
に
御
出
席
を
頂
き
、
厚

く
御
礼
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、

御
来
賓
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
御
指

導
・
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
事
を

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
本
日
御
多

忙
の
中
、
御
臨
席
を
頂
き
重
ね
て
御
礼

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
経
済
的

に
は
デ
フ
レ
脱
却
の
為
、
実
質
ゼ
ロ
金

利
政
策
を
復
活
さ
せ
「
包
括
的
な
金
融

緩
和
政
策
」
を
実
施
し
、
景
気
回
復
の

軌
道
に
戻
り
つ
つ
あ
っ
た
矢
先
の
３
月

　

日
、
東
日
本
大
震
災
が
日
本
経
済
を

11痛
撃
し
、
地
震
と
津
波
に
加
え
、
そ
れ

が
直
接
的
な
起
因
と
な
っ
て
発
生
し
た

原
発
事
故
で
戦
後
最
悪
の
災
害
を
引
き

起
こ
し
ま
し
た
。
こ
の
大
震
災
に
よ
り

膨
大
な
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
更
に
は

原
発
事
故
で
発
生
し
た
放
射
性
物
質
汚

染
は
環
境
の
み
な
ら
ず
地
域
の
農
業
生

産
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
我
が
国
全

体
の
経
済
に
長
期
に
亘
り
、
広
範
且
つ

深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
疑
う
余

地
が
な
い
と
推
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
東
北
地
方
の
方
々
に
対
し

心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心

か
ら
祈
念
致
し
ま
す
。

不不不不不不不不不不不不
順順順順順順順順順順順順
なななななななななななな
天天天天天天天天天天天天
候候候候候候候候候候候候
続続続続続続続続続続続続
きききききききききききき
畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑
作作作作作作作作作作作作
物物物物物物物物物物物物
にににににににににににに
被被被被被被被被被被被被

不
順
な
天
候
続
き
畑
作
物
に
被
害害害害害害害害害害害害害

水水水水水水水水水水水水
稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲
はははははははははははは
順順順順順順順順順順順順
調調調調調調調調調調調調
にににににににににににに
生生生生生生生生生生生生
育育育育育育育育育育育育
しししししししししししし
豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊

水
稲
は
順
調
に
生
育
し
豊
作作作作作作作作作作作作作

　

昨
年
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

気
象
並
び
に
各
作
物
の
作
況
に
つ
い
て

融
雪
は
比
較
的
早
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず

降
雨
と
低
温
・
日
照
不
足
の
影
響
に
よ

り
、
畑
作
物
に
お
い
て
は
圃
場
の
準
備

が
間
に
合
わ
ず
播
種
作
業
・
移
植
作
業

が
大
幅
に
遅
れ
、
各
畑
作
物
の
初
期
生

育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
さ
ら
に

は
、
７
月
中
旬
か
ら
８
月
中
旬
の
高
温

・
雨
不
足
、
９
月
の
台
風
に
よ
る
大
雨

と
連
続
し
た
不
順
な
天
候
も
重
な
り
、

ビ
ー
ト
・
馬
鈴
薯
を
中
心
に
生
育
に
大

き
な
影
響
を
与
え
、
結
果
と
し
て
品
質

・
収
量
共
に
大
変
な
被
害
を
蒙
り
ま
し

た
。
一
方
、
水
稲
に
つ
い
て
は
育
苗
が

ハ
ウ
ス
の
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
あ

ま
り
気
象
の
影
響
を
受
け
る
事
が
な

く
、
田
植
え
も
ほ
ぼ
平
年
並
み
に
始
ま

り
植
え
痛
み
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の

後
の
生
育
も
順
調
な
経
過
を
た
ど
っ
た

結
果
、
茎
数
で
は
例
年
に
比
べ
や
や
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
稔
実
歩
合
が
非
常

に
高
く
、
そ
れ
に
よ
り
単
位
面
積
当
た

り
総
籾
数
が
確
保
さ
れ
最
終
的
な
作
況

指
数
、
北
海
道
１
０
５
、
上
川
管
内
１

０
７
で
例
年
に
な
く
屑
米
・
未
熟
米
の

発
生
が
少
な
く
良
品
質
米
が
確
保
で

き
、
平
成　

年
に
次
ぐ
豊
作
と
な
り
ま

20

し
た
。

組組組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合合合
員員員員員員員員員員員員
皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
様様様様様様様様様様様様
のののののののののののの
努努努努努努努努努努努努
力力力力力力力力力力力力
にににににににににににに
よよよよよよよよよよよよ

組
合
員
皆
様
の
努
力
に
よ
るるるるるるるるるるるるる

事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業
成成成成成成成成成成成成

事
業
成
果果果果果果果果果果果果果

　

た
い
せ
つ
農
協
平
成　

年
度
は
第
３

23

次
農
業
振
興
計
画
「
協
調
と
躍
進
」
の

最
終
年
に
あ
た
り
「
地
域
農
業
基
盤
の

育
成
」
な
ど
４
つ
の
具
体
的
基
本
方
針

の
実
践
に
向
け
、
組
合
員
の
皆
様
と
の

連
携
を
密
に
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
が
、
農
業
・
農
村
を
取

り
巻
く
情
勢
は
、
急
加
速
す
る
高
齢
化

・
流
通
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
六
次
産
業

の
振
興
な
ど
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
、
充
分
な
対
応
策
を
見
出
せ
な
い
ま

ま
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
事
業
実
績
は
、
販
売

23

事
業
で
は
農
畜
産
物
販
売
高　

億
９
千

48

５
百
万
円
、
内
「
米
」
は　

億
２
千
８

42

百
万
円
で
前
年
よ
り　

億
４
千
９
百
万

11

円
上
回
り
、
総
集
荷
数
量
で　

万
６
５

32

４
４
俵
は
前
年
集
荷
数
量
よ
り
２
万
５

千
８
百
俵
余
り
多
く
、
支
払
概
算
金
単

価
と
集
荷
数
量
が
相
乗
的
に
働
い
た
結

果
が
大
幅
な
販
売
高
の
増
加
の
原
因
と

し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
米
の
全
国
的
な

需
給
状
況
で
は
全
国
の
作
況
指
数
１
０

１
で
あ
る
事
、
そ
し
て
福
島
を
は
じ
め

近
隣
各
県
の
原
発
の
影
響
で
の
不
確
定

な
出
荷
数
量
も
あ
る
と
は
言
え
、
本
年

　

月
末
で
約
４
万
ト
ン
の
持
越
在
庫
を

10予
想
し
て
お
り
、
消
費
量
も
減
少
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
価
格
水
準

維
持
に
は
不
安
視
す
る
声
が
強
く
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
米
の

需
給
環
境
に
あ
っ
て
、
「
米
農
協
」
た

い
せ
つ
農
協
と
し
て
も
主
要
産
地
指
定

先
と
の
播
種
前
契
約
等
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
「
安
全
で
安
心
」
な
米
の
安

定
し
た
供
給
元
と
し
て
「
販
売
の
有
利

性
」
を
創
出
す
る
為
に
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
・
ラ
イ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
利
用
の
籾

出
荷
を
推
進
し
た
結
果
、
組
合
員
皆
様

の
御
理
解
に
よ
り　

％
を
超
え
る
籾
出

50

荷
率
を
確
保
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

野
菜
に
つ
い
て
は
高
齢
化
に
よ
る
作

付
面
積
の
減
少
か
ら
年
々
販
売
額
が
減

少
し
て
き
て
お
り
ま
し
た
が
、
品
目
に

よ
っ
て
収
量
差
が
あ
っ
た
も
の
の
主
要

品
目
で
あ
る
胡
瓜
な
ど
の
価
格
が
良
か

っ
た
為
、
前
年
実
績
を
若
干
上
回
る
３

億
４
千
３
百
万
円
の
販
売
実
績
に
な

り
、
畜
産
で
は
３
億
２
千
３
百
万
円
と

前
年
を
若
干
下
回
る
実
績
と
な
り
ま
し

た
。

　

金
融
事
業
は
、
国
内
経
済
全
体
が
緩

や
か
な
景
気
回
復
基
調
に
あ
る
も
の

の
、
急
激
な
円
高
や
高
い
失
業
率
が
依

然
継
続
し
、
地
域
経
済
は
一
層
深
刻
な

状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
農
産
物
販
売

金
額
の
増
加
に
よ
る
農
家
所
得
が
向
上

し
た
こ
と
に
よ
り
、
貯
金
は
計
画
対
比

６
億
８
千
９
百
万
円
増
の
期
末
残
高
２

６
８
億
６
千
２
百
万
円
、
貸
付
金
は
計

画
対
比
４
億
７
千
４
百
万
円
減
の　

億
37

９
千
３
百
万
円
で
受
託
資
金
を
含
む
貸

付
金
総
額
で
も
３
億
６
千
５
百
万
円
減

の　

億
６
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

52

　

共
済
事
業
は
、
お
客
様
と
の
「
絆
」

を
大
切
に
し
た
偐
サ
ン
キ
ュ
ー
訪
問
活

動
做
の
実
践
に
よ
り
長
期
共
済
新
規
加

代表理事組合長
柿林　孝志

第９回通常総代第９回通常総代会会
開会あいさ開会あいさつつ
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入
件
数
１
、
１
１
１
件
で
保
障
額　

億
37

５
千
５
百
万
円
、
計
画
対
比
５
千
５
百

万
円
増
の
推
進
実
績
と
な
り
ま
し
た

が
、
長
期
共
済
保
有
高
で
は
年
々
減
少

し
６
５
９
億
２
千
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

購
買
事
業
の
生
産
資
材
は
、
従
来
の

取
り
纏
め
と
偐
出
向
く
農
協
做
を
目
的

に
設
置
し
た
営
農
推
進
と
の
協
賛
に
て

庭
先
訪
問
販
売
等
を
実
施
し
た
結
果
、

計
画
対
比
６
千
４
百
万
円
増
の　

億
６

11

千
７
百
万
円
の
取
扱
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

メ
カ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
部
門
で
は
原

油
国
際
市
況
の
高
位
変
動
が
継
続
し
、

石
油
類
が
年
間
を
通
じ
て
高
値
基
調
で

あ
っ
た
こ
と
と
農
機
具
に
対
す
る
国
の

導
入
助
成
事
業
（
経
営
体
育
成
支
援
事

業
）
の
該
当
に
よ
り
取
扱
高
で
は
計
画

対
比
３
億
６
百
万
円
増
の　

億
５
千
百

20

万
円
の
取
扱
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
内
景
気
が
停
滞
気
味
に
推
移
し
農

協
事
業
が
総
体
的
に
伸
び
悩
む
中
、
組

合
員
皆
様
の
積
極
的
な
利
用
に
対
す
る

御
協
力
と
「
米
」
を
は
じ
め
と
す
る
農

産
物
全
量
出
荷
の
御
協
力
の
も
と
、
事

業
管
理
費
等
の
圧
縮
と
各
事
業
部
門
の

費
用
削
減
に
努
め
た
結
果
、
当
期
剰
余

金
と
し
て
９
千
２
百
１
５
１
千
円
を
計

上
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
改
め
ま

し
て
、
組
合
員
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
農

協
に
対
す
る
御
協
力
に
対
し
て
心
か
ら

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域
農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業
をををををををををををを
消消消消消消消消消消消消
費費費費費費費費費費費費
者者者者者者者者者者者者
へへへへへへへへへへへへ
発発発発発発発発発発発発

地
域
農
業
を
消
費
者
へ
発
信信信信信信信信信信信信信

　

平
成　

年
９
月
、
国
の
「
ふ
る
さ
と

21

雇
用
特
別
対
策
推
進
事
業
」
で
旭
川
市

の
委
託
事
業
所
と
し
て
、
た
い
せ
つ
農

協
が
引
き
受
け
た
農
産
物
直
売
所
「
た

い
せ
つ
」
も
今
年
度
３
月
末
で
事
業
が

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
運
営
に

つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
今
年
度
は
体

制
構
築
年
と
し
来
年
度
以
降
の
完
全
自

主
運
営
に
向
け
て
引
き
続
き
「
Ｊ
Ａ
た

い
せ
つ
農
産
物
販
売
協
議
会
」
の
主
体

的
運
営
の
も
と
、
地
域
の
安
全
・
安
心

な
農
畜
産
物
を
直
接
消
費
者
に
届
け
る

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
活
動
を
継

続
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
尚
、
農
協

も
直
売
所
を
「
米
」
の
直
売
・
特
産
品

の
販
売
拠
点
と
し
て
一
層
強
化
し
サ
ポ

ー
ト
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
又
、
「
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
」
事
業
も
今
年
で
７
年
目

を
迎
え
ま
す
。
今
年
度
も
地
域
関
係
団

体
の
協
力
の
も
と
「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
田

ん
ぼ
ア
ー
ト
実
行
委
員
会
」
を
中
心

に
、
生
産
者
と
消
費
者
の
直
接
の
触
れ

合
い
の
場
と
し
て
の
「
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
開
催
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

併
せ
て
、
「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
地
域
グ
リ

ー
ン
ハ
ー
ト
協
議
会
」
で
は
都
市
と
農

村
と
の
交
流
や
食
育
・
農
業
体
験
を
目

的
と
し
た
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業

を
展
開
し
、
農
作
業
体
験
を
通
し
て
農

村
・
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
地
域
が
安
全
・
安
心

な
農
産
物
の
生
産
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て

く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

が
畑
作
物
の
所
得
補
償
を
含
め
て
本
格

的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
今
年
度

に
つ
い
て
は
、
地
域
が
抱
え
る
「
人
と

農
地
の
問
題
解
決
」
の
為
、
市
町
村
が

作
成
す
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
地
域

農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
今
後
の
地

域
の
中
心
と
な
る
経
営
体
へ
の
農
地
集

積
や
新
た
な
経
営
体
の
育
成
に
向
け
て

具
体
的
な
方
策
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
農
協
も
Ｊ
Ａ
た
い
せ

つ
水
田
農
業
推
進
協
議
会
を
中
心
に
旭

川
市
・
鷹
栖
町
の
両
行
政
と
の
連
携
を

図
り
、
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

検
討
、
生
産
数
量
目
標
の
配
分
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
畑
作
物
の
生
産
性
向

上
、
地
域
振
興
作
物
の
取
り
組
み
支
援

の
た
め
の
産
地
資
金
の
活
用
方
法
等
に

つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

『『『『『『『『『『『『『
創創創創創創創創創創創創
意意意意意意意意意意意意
とととととととととととと
発発発発発発発発発発発発
揮揮揮揮揮揮揮揮揮揮揮揮
』』』』』』』』』』』』
実実実実実実実実実実実実
践践践践践践践践践践践践
にににににににににににに
向向向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけけけ

創
意
と
発
揮
』
実
践
に
向
け
ててててててててててててて

　

本
年
か
ら
平
成　

年
度
を
目
標
に
第

28

４
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・
Ｊ
Ａ
中
期

経
営
計
画
「
創
意
と
発
揮
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
Ｊ
Ａ
た
い
せ

つ
の
基
本
理
念
と
し
て
「
恵
ま
れ
た
生

産
基
盤
を
最
大
限
に
生
か
し
た
、
魅
力

あ
る
地
域
農
業
振
興
の
実
践
」
、
「
Ｊ

Ａ
の
業
務
推
進
活
動
を
通
じ
て
、
組
織

機
能
の
強
化
・
組
合
員
の
所
得
向
上
」、

「
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ

る
合
理
的
経
営
管
理
・
自
己
責
任
経
営

体
制
確
立
」
の
三
つ
を
定
め
、
併
せ
て
、

具
体
的
に
盤
石
な
米
主
産
地
に
向
け
て

の
施
設
導
入
の
検
討
、
旧
鷹
栖
支
所
周

辺
整
備
の
検
討
な
ど
、
実
践
を
通
し
て

着
実
に
成
果
を
上
げ
る
た
め
役
職
員
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
組

合
員
各
位
の
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
水
稲
作
付
面
積
は
主
食

24

米
生
産
面
積
で
３
、
６
２
８　

、
加
工

ha

用
米　
　

の
合
計
水
張
面
積
３
、
６
６

39
ha

７　

を
計
画
し
、
安
全
安
心
な
良
質
米

ha
の
生
産
に
心
掛
け
「
信
頼
さ
れ
る
米
産

地
の
実
現
」
と
更
な
る
「
産
地
指
定
の

拡
充
」
を
図
り
有
利
販
売
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

本
年
の
農
畜
産
物
の
取
扱
計
画
は　
41

億
３
千
万
円
と
し
経
済
情
勢
が
相
当
厳

し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
経
費
節
減

等
に
努
め
当
期
剰
余
金
２
千
百
２
２
１

千
円
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
情
勢

も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
役
職
員
一
体
と
な
っ
て

そ
の
対
応
に
当
た
っ
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
の

農
協
全
利
用
と
限
り
な
い
御
支
援
と
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
の
総
代

会
提
出
議
案　

件
、
報
告
事
項
３
件
に

10

つ
き
ま
し
て
は
先
般
の
農
協
事
業
懇
談

会
で
御
説
明
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
十
分
な
る
審
議
の

上
、
御
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
又
、
本
日
の
総
代
会
に

今
、
東
京
で
全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断

固
阻
止
に
関
す
る
特
別
決
議（
案
）」
を

提
案
し
ま
す
の
で
、
参
加
者
全
員
一
致

ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
開
会
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。



　

４
月　

日
札
幌
市
に
お
い
て
、Ｔ
Ｐ

27

Ｐ
問
題
を
考
え
る
道
民
会
議
主
催
に
よ

り「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
多
く
の
懸
念

が
払
拭
さ
れ
ず
、道
民
合
意
が
得
ら
れ

て
い
な
い
現
段
階
で
の
拙
速
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
交
渉
に
反
対
す
る
」こ
と
を
目
的

と
し
た
道
民
集
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
地
区
か
ら
は
、柿
林
組
合
長
を

は
じ
め
役
職
員
、Ｊ
Ａ
青
年
部
長
・
Ｊ
Ａ

女
性
部
長
・
旭
川
農
業
委
員
会
長
・
東
鷹

栖
農
民
連
盟
執
行
委
員
長
・
大
雪
土
地

改
良
区
副
理
事
長
な
ど
が
参
加
し
、総

勢
１
５
０
０
名
の
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
同
会
場
に
お
い
て
Ｊ
Ａ

中
央
会
な
ど
道
内
１
次
産
業
４
団
体
が

主
催
す
る「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻

止
北
海
道
総
決
起
大
会
」も
併
せ
て
開

か
れ「
政
府
は
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
与
え
る
様
々

な
影
響
に
つ
い
て
十
分
な
情
報
開
示
を

行
い
、地
方
の
農
林
水
産
業
者
・
商
工
業

者
・
医
療
関
係
者
・
消
費
者
・
労
働
者
な

ど
の
意
見
を
し
っ
か
り
聞
い
た
上
で
、

国
民
的
議
論
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、私

た
ち
は
拙
速
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
表
明

に
反
対
し
ま
す
」と
宣
言
し
閉
幕
し
ま

し
た
。 

　

越
冬
野
菜
や
干
し
野
菜
が
主
だ
っ
た

店
頭
に
、
た
く
さ
ん
の
野
菜
が
棚
に
並

び
始
め
ま
し
た
。

　

ア
ス
パ
ラ
や
ホ
ー
レ
ン
草
・
小
松
菜

・
チ
ン
ゲ
ン
菜
な
ど
の
葉
物
野
菜
が
多

く
並
び
始
め
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

前
か
ら
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
に
ん
に
く
に
タ
ラ

ン
ボ
や
う
ど
な
ど
の
山
菜
が
、
５
月
中

旬
に
入
る
と
早
く
も
き
ゅ
う
り
が
お
目

見
え
し
ま
し
た
。

　

４
月　

日
か
ら
は
、
直
売
所
一
押
し

27

の
カ
ウ
＆
カ
ー
フ
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

販
売
も
始
ま
り
、
た
く
さ
ん
の
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
３
年
間
続
い
た
旭
川
市
の
事

業
が
終
了
し
、
新
生
「
た
い
せ
つ
農
産

物
直
売
所
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

た
い
せ
つ
農
産
物
販
売
協
議
会
で
は
、

現
在　

名
の
会
員
が
野
菜
や
そ
れ
を
原

57

料
に
使
用
し
た
味
噌
や
ケ
ー
キ
、
お
菓

子
の
加
工
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

是
非
、
自
分
が
丹
精
込
め
て
育
て
た

野
菜
を
売
っ
て
み
た
い
と
思
う
方
は
会

員
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
訪
れ
る
お

客
さ
ん
は
、
新
鮮
で
安
心
、
安
全
な
野

菜
を
手
に
入
れ
る
事
は
も
ち
ろ
ん
、
直

売
所
に
生
産
者
の
匂
い
を
求
め
て
い
る

の
で
す
。
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４
月　

日
、ホ
ク
レ
ン
北
海
道
中
央

28

地
域
家
畜
市
場（
旭
川
市
東
鷹
栖
）に
お

い
て
、第　

回
上
川
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ

41

ョ
ウ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

管
内
の
一
部
地
区
が
出
品
を
全
面
自

粛
し
た
為
管
内
全
体
で　

頭
と
い
う
小

37

頭
数
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、各
牧
場
の
乳
牛
改
良
の

成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

当
地
域
か
ら
は
東
鷹
栖
地
区
藤
沢
孝

宏
さ
ん
と
同
加
藤
孝
志
さ
ん
か
ら
計　
１１

頭
が
出
品
さ
れ
、そ
の
な
か
で
加
藤
孝

志
さ
ん
所
有
の
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ　

ト

レ
ー
シ
ー　

マ
ウ
イ
号
が
出
品
牛
全
体

の
最
高
位
で
あ
る
グ
ラ
ン
ド
・
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
を
獲
得
さ
れ
る
な
ど
輝
か
し
い

成
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
終
了
後
に
は
出
品
者
並
び
に
関

係
者
に
よ
る
昼
食
会
と
関
係
各
社
か
ら

の
協
賛
品
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、和
や

か
に
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
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ススススススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョ
ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開

第
　
回
上
川
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ウ
開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
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加藤孝志さん 藤沢孝宏さん
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５
月　

日
、酪
農
振
興
会
に
よ
る

10

酪
農
後
継
者
視
察
研
修
会
が
開
か

れ
、長
沼
町
に
あ
る（
株
）雪
印
種
苗

北
海
道
研
究
農
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

本
農
場
で
は
酪
農
・
畜
産
の
試
験

研
究
を
実
施
し
新
資
材
の
成
果
確
認

等
が
行
わ
れ
て
お
り
、現
在
の
試
験

内
容
や
経
過
、施
設
等
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

現
状
の
厳
し
い
情
勢
に
あ
る
酪
農

・
畜
産
情
勢
下
、新
た
な
技
術
や
飼
養

管
理
方
法
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
・

対
応
を
頂
き
大
変
有
益
な
視
察
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

旭旭旭旭旭旭旭旭旭旭
川川川川川川川川川川
市市市市市市市市市市
かかかかかかかかかか
らららららららららら
のののののののののの
おおおおおおおおおお
願願願願願願願願願願
いいいいいいいいいい

旭
川
市
か
ら
の
お
願
い 
厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭
厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭
厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭
厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭
厭厭厭厭厭厭厭厭厭厭

厭
厭
厭
厭
厭 

農
業
用
機
械
の
道
路
走
行
に
伴
う
 

道
路
汚
染
に
つ
い
て

　

毎
年
、
農
作
業
の
繁
忙
期
と
な
る

春
や
秋
に
農
作
業
で
道
路
（
市
道

等
）
を
走
行
し
て
移
動
す
る
農
業
用

機
械
に
よ
っ
て
、
道
路
が
汚
さ
れ
て

い
る
と
の
ご
指
導
が
市
民
か
ら
市
に

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
農
作
業
に
従
事

さ
れ
て
い
る
農
家
に
指
導
し
て
ほ
し

い
旨
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
行
為
は
、
道
路
法
第　

条
第

43

１
項
の
「
み
だ
り
に
道
路
を
損
傷

し
、
又
は
汚
染
す
る
こ
と
」
に
あ
た

り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
田
ん
ぼ
や
畑
で
作

業
を
し
、
道
路
を
走
行
し
て
移
動
す

る
際
に
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
タ
イ
ヤ
に

付
着
し
た
土
が
原
因
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
農
作
業
に
従
事
さ
れ
る
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
現
状
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
道
路
を
汚
し
た
場
合
に

は
、
路
面
清
掃
等
の
対
応
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
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敢
日
中
は
止
め
水
で
水
温
上
昇

　

水
田
は
、
水
温
を
上
げ
な
い
と
地

温
も
上
が
り
ま
せ
ん
。
日
中
は
止
め

水
と
し
、
水
温
上
昇
を
図
り
、
入
水

は
早
朝
も
し
く
は
夜
間
に
実
施
し
、

恒
常
的
な
掛
け
流
し
は
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

柑
分
げ
つ
を
促
進
す
る
水
深

　

晴
天
が
続
く
時
は
、
平
均
水
深
２

〜
３　

の
浅
水
管
理
を
行
い
、
水
温

cm

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　

天
気
予
報
に
よ
り
低
温
が
予
想
さ

れ
る
場
合（
最
高
気
温　

寿
以
下
）

15

は
、事
前
に
深
水
に
移
行
し
ま
し
ょ

う
。（
草
丈
の
３
／
４
程
度
）（
図
１
）

水
　
　
　
稲
　

予
想
さ
れ
る
向
こ
う
３
か
月
の
天

候
は
、
気
温
・
降
水
量
と
も
に
平
年

並
み
と
予
報
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

昨
年
の
反
省
点
を
踏
ま
え
な
が
ら

適
切
な
水
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
！

①
早
期
茎
数
確
保
の
水
管
理

分
げ
つ
限
界
水
温
は　

寿
、分
げ

15

つ
発
生
の
適
水
温
は　

寿
〜　

寿
と

16

30

広
範
囲
で
す
が
、　

寿
程
度
で
分
げ

23

つ
の
発
生
が
最
も
多
く
な
り
ま
す
。

　
　

水
深
測
定
板
で
１
日
１
回
き
め
細

か
な
水
管
理
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

（
写
真
１
）

たいせつなな
ここが

ポイイント！
（水稲・畑作編）

②
土
壌
還
元
（
ワ
キ
）
の
防
止
対
策

稲
わ
ら
す
き
込
み
田
で
は
、
水
温

・
地
温
が　

寿
を
超
え
て
く
る
と
還

20

元
が
現
れ
る
の
で
、
田
面
水
の
入
れ

替
え
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
土
壌
還
元

の
激
し
い
水
田
で
は
、
晴
天
日
を
選

ん
で
中
干
し
と
併
せ
て
溝
き
り
を
行

い
、
田
面
に
大
き
な
亀
裂
を
生
じ
さ

せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

尚
、
土
壌
還
元
対
策
は
幼
穂
形
成

期
ま
で
に
終
わ
ら
せ
ま
し
ょ
う

③
「
い
も
ち
病
」
対
策

　

昨
年
、
い
も
ち
病
が
発
生
し
た
圃

場
や
「
ほ
し
の
ゆ
め
」
作
付
け
圃
場

な
ど
、
い
も
ち
病
の
発
生
が
心
配
さ

れ
る
圃
場
で
は
、
水
面
施
用
剤
で
早

め
の
防
除
を
実
施
し
て
下
さ
い
。・

・
・（
表
１
）

④
来
年
の
苗
床
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

春
先
の
ｐ
Ｈ
矯
正
で
は
限
界
が
あ

り
ま
す
の
で
、こ
の
時
期
に
土
壌
診

断
を
行
い
、ｐ
Ｈ
を
適
正
値
に
矯
正

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、え
ん
麦

等
の
作
付
け
を
行
い
来
年
に
向
け
て

の
土
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
、本
年
燐
酸
過
剰
障
害
が
み

ら
れ
た
ハ
ウ
ス
は
必
ず
秋
に
土
壌
診

断（
精
密
分
析
）を
受
け
て
下
さ
い
。

写真１　水深測定板を活用した適正な水管理

注意事項使用時期
使用量

（10ａあたり）
薬剤名

散布後４～５日間は
湛水に保ち落水・か
け流しはしない。
・施用の目安は幼穂
形成期とする。

６月下旬～

７月上旬

１kg
オリゼメート
１キロ粒剤

50ｇ×10袋
コラトップジ
ャンボ

表１

図1　水管理の目安
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畑
　
　
　
作

５
月
は
、
気
温
が
平
年
並
み
と
暖

か
い
日
が
続
き
、
作
物
も
順
調
に

生
育
し
て
い
る
状
況
で
す
が
適
切

な
肥
培
管
理
で
高
品
質
・
高
収
量

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
！

①
秋
播
き
小
麦

敢
止
葉
期
の
分
追
肥

生
育
の
ム
ラ
が
多
く
み
ら
れ
ま
す

が
、
粒
重
と
タ
ン
パ
ク
含
有
率
を
高

め
る
た
め
、
生
育
・
葉
色
を
見
て
分

追
肥
を
判
断
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
止
葉
期
追
肥
の
効
果
が
最
も

高
く
、
硫
安
を　

ａ
あ
た
り　
　

程

10

15
kg

度
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

②
春
播
き
小
麦

敢
初
冬
播
き
栽
培
で
は
、
子
実
タ
ン

パ
ク
含
有
率
が
低
く
な
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

穂
揃
期
に
硫
安
を　

ａ
あ
た
り

10

　
　

程
度
散
布
し
、
高
タ
ン
パ
ク
小

15
kg

麦
を
生
産
し
ま
し
ょ
う
。

柑
慣
行
栽
培
で
は
、
遅
れ
穂
対
策
と

し
て
防
除
時
の
葉
面
散
布
に
よ
る

分
追
肥
が
有
効
で
、
粒
重
と
タ
ン

パ
ク
含
有
率
が
高
ま
り
ま
す
。

※
春
播
き
小
麦（
初
冬
播
き
含
む
）の

尿
素
に
よ
る
追
肥
濃
度
は
２
％（
水

１
０
０
繍
に
対
し
尿
素
２　

）、散

kg

布
量
は
1
0
ａ
あ
た
り
１
０
０
繍

と
し
、重
複
散
布
に
な
ら
な
い
よ
う

均
一
散
布
と
す
る
。ま
た
、高
温
時

の
散
布
は「
葉
焼
け
症
状
」が
発
生

し
ま
す
の
で
、夕
方
の
涼
し
い
時
間

帯
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

③
病
害
虫
防
除

敢
赤
か
び
病

検
査
時
に
赤
か
び
病
の
子
実
が
一

粒
で
も
あ
れ
ば
規
格
外
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
か
び
毒
の
検
査
（
Ｄ
Ｏ

Ｎ
検
査
）
で
基
準
１
。
１
ｐ
ｐ
ｍ
以

上
あ
れ
ば
規
格
外
と
な
り
ま
す
。

開
花
期
が
最
も
感
染
し
や
す
い
時

期
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
穂
が
出
た

と
き
を
１
回
目
の
薬
剤
散
布
と
し
、

秋
播
き
小
麦
は
２
回
、
春
播
き
小
麦

は
３
回
を
確
実
に
実
施
し
ま
し
ょ

う
。・
・
・（
図
２
）

柑
ア
ブ
ラ
ム
シ

１
穂
あ
た
り
７
〜　

頭
寄
生
す
る

11

と
減
収
し
、品
質
が
低
下
し
ま
す
。出

穂
期
か
ら　

日
〜　

日
後
に
寄
生
密

10

20

度
が
高
ま
る
の
で
、赤
か
び
病
防
除

と
併
せ
て
徹
底
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

④
豆
類中

耕
を
行
い
、
根
の
活
性
化
を
高

め
ま
し
ょ
う
。

豆
類
の
収
量
を
高
め
る
に
は
、
開

花
ま
で
の
初
期
生
育
が
重
要
で
す
。

出
芽
後　

日
頃
か
ら
３
回
程
度
行

10

い
ま
す
。

始
め
は
広
く
浅
く
、
徐
々
に
狭
く

深
く
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
着
蕾
以
降
の
中
耕
は
根

を
痛
め
る
の
で
、
開
花
の　

日
前
ま

10

で
に
終
了
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

図－２　病害虫防除体系　（　）内は10ａ当り薬量

掛

掛 掛

○春播き（初冬播き含む）小麦　開花始め（出穂揃い）と、開花始め７日後、開花始め14日後の３回
開花始めから14日後開花始めから７日後開花始め（出穂揃い）

赤かび病、赤さび、うどんこ病赤かび病
赤かび病、赤さび病
うどんこ病、
アブラムシ防除

チルト乳剤（ＤＭＩ）
　　2,000倍(50朱/10ａ）

ベフトップジンＦＬ
　　1,000倍(100朱/10ａ）

＋
トレボン乳剤
　　1,000倍(100朱/10ａ）

シルバキュアＦＬ（ＤＭＩ）
　　2,000倍(50朱/10ａ）

○秋播き小麦　開花始め（出穂揃い）と、開花始めから７日後の２回
開花始めから７日後開花始め（出穂揃い）

赤かび病
赤かび病、赤さび病
アブラムシ防除

ベフトップジンＦＬ
　　1,000倍(100朱/10ａ）

＋
トレボン乳剤
　　1,000倍（100朱/10ａ）

シルバキュアＦＬ（ＤＭＩ）
　　2,000倍（50朱/10ａ）

春小麦は、３回

秋小麦は、２回



５
年
で
１
３
４
３
名
を
受
入

　

こ
れ
ま
で
、
学
校
教
育
の
現
場
で

は
、
農
業
や
農
村
地
域
が
遠
い
存
在
と

な
っ
て
お
り
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、

食
べ
物
を
だ
れ
が
ど
こ
で
作
っ
て
い
る

の
か
、
そ
こ
に
ど
ん
な
現
実
が
あ
る
の

か
を
知
る
機
会
が
減
少
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
そ
の
よ
う
な
状
況

を
改
善
す
る
た
め
、
教
育
現
場
で
は
農

業
の
持
つ
素
晴
ら
し
い
価
値
を
伝
え
る

た
め
に
農
村
地
域
で
の
農
業
体
験
学
習

が
広
が
っ
て
お
り
、
修
学
旅
行
や
宿
泊

学
習
で
農
業
体
験
を
行
う
学
校
が
増
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
地
域
で

は
、
平
成　

年
４
月
、
行
政
、
土
地
改

19

良
区
、
農
協
外
郭
団
体
で
構
成
す
る

「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
地
域
グ
リ
ー
ン
ハ
ー

ト
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
受
入
農
家
の
ご
協
力
を
頂
き
な

が
ら
、
中
・
高
校
生
を
中
心
に　

校
１

17

３
４
３
名
の
生
徒
を
受
入
し
、
体
験
に

訪
れ
た
子
供
た
ち
は
、
土
に
触
れ
、
自

然
を
感
じ
、
普
段
食
べ
て
い
る
お
米
や

野
菜
の
育
む
環
境
を
肌
で
感
じ
な
が
ら

農
作
業
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

半
日
体
験
→
農
泊
体
験

　

数
年
前
ま
で
は
、
半
日
の
農
作
業
体

験
が
主
で
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
、

「
農
泊
体
験
」
を
希
望
さ
れ
る
学
校
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
現
場
で

は
、
子
供
た
ち
が
農
家
の
家
で
寝
食
を

共
に
す
る
こ
と
で
、
農
村
社
会
や
文
化

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
知
ら
な

い
家
庭
で
お
世
話
に
な
る
こ
と
で
自
立

心
や
規
範
意
識
を
育
む
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
半
日
や
１
日
の
日

帰
り
農
業
体
験
よ
り
農
家
の
家
に
宿
泊

す
る
「
農
泊
体
験
」
の
申
込
み
が
増
え

て
い
る
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
農
泊
体
験
を
受
入
す
る
に

は
、
「
旅
館
業
営
業
許
可
取
得
者
」
で

な
い
と
受
入
で
き
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
た
い
せ
つ
地
域
で
は
７
戸
が

「
旅
館
業
営
業
許
可
」
を
取
得
し
て
い

ま
す
が
、
地
域
と
し
て
「
農
泊
体
験
」

の
受
入
体
制
を
構
築
し
て
い
く
た
め
、

「
旅
館
業
営
業
許
可
」
の
取
得
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

旅
館
業
営
業
許
可
を
取
得
し
て
民
泊

を
始
め
て
み
た
い
方
は
、
手
続
き
内
容

な
ど
わ
か
り
や
す
く
、
誰
で
も
始
め
ら

れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
の

で
、
農
業
振
興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

2012．6月号 10

ひ
ろ
げ
よ
う
！
農
家
民

 ひ
ろ
げ
よ
う
！
農
家
民
泊泊

「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
地
域
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
協
議
会

「
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
地
域
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
協
議
会
」」

「旅館業営業許可」手続きの流れと方法

１．要件　　☆該当しているか確認☆
　・自宅の一部に宿泊してもらい、大規模な改装や増改築を行わない
　・民泊として営業する部分が100㎡を超えない
　・一建物につき客室面積（押入などを含む）が33㎡未満
　・客室部分が住宅部分より小さい

２．必要書類　　☆準備する書類の有無確認☆
①農業者であることの証明書類
　・農地を持っている方
　　　→　耕作証明書（農業委員会で発行）
　・農地を持っていない方
　　　→　確定申告書、営農収支実績書
②自宅（許可を取る建物）の平面図、工作物配置図、立面図、周辺見取図
　・図面関係を持っていいない場合、個別に相談に応じます
③公図又は地籍測量図、土地・建物の登記事項証明書
　・旭川地方法務局で発行
④建築基準法第７条の規定による検査済証
　・無い場合は、建築台帳記載証明書を添付
⑤水道水以外を利用している場合、水質検査結果を証する書類の写し
　・旭川市の場合、保健所衛生検査課試験検査係（民間でも可）
　・鷹栖町の場合は、上川保健所（民間でも可）
※③・④は都市計画区域外及び市街化調整区域外の方は不要

３．申請手数料
　　　旅館業許可申請手数料　旭川市　１９，１００円
　　　　　　　　　　　　　　鷹栖町　２１，７００円
　　　開発許可申請手数料（都市計画区域及び市街化調整区域の方）
　　　　　　　　　　　　　　旭川市　　６，９００円
　　　　　　　　　　　　　　鷹栖町　面積により算定

４．保健所による現地調査

５．旅館行許可証交付
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内容盛りだくさんでお待ちしております！
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一
、
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
監
査
報
告
等

に
つ
い
て

　
　

監
査
報
告
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
、
農
協
事
業
懇
談
会
意
見
集
約
に
つ

い
て

　
　

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
七
日
か

ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
実
施
致
し
ま

し
た
農
協
事
業
懇
談
会
の
ご
意
見
を

集
約
し
、
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
協

議
し
今
後
の
事
業
運
営
に
反
映
す
る

事
と
致
し
ま
し
た
。

三
、
第
九
回
通
常
総
代
会
対
策
に
つ
い

て

　
　

第
九
回
通
常
総
代
会
の
運
営
等
に

つ
い
て
の
対
応
を
協
議
致
し
ま
し
た
。

四
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻
止
に
関

す
る
特
別
決
議
に
つ
い
て

　
　

第
九
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻
止
に
関
す

る
特
別
決
議
（
案
）
を
提
案
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
平
成
二
十
三
年
度
農
業
体
質
強
化

基
盤
整
備
促
進
事
業
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
四
月
十
六
日
第
十
六

回
理
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失

理
事
会
か
ら
の
ご
報
告

　
　

平
成
二
十
三
年
度
農
業
体
質
強
化

基
盤
整
備
促
進
事
業
に
つ
い
て
の
取

り
進
め
に
つ
い
て
承
認
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

六
、
平
成
二
十
四
年
度
内
部
監
査
計
画

に
つ
い
て

　
　

平
成
二
十
四
年
度
に
於
け
る
内
部

監
査
に
つ
い
て
は
、
監
査
基
本
方
針

に
基
づ
く
監
査
計
画
書
が
示
さ
れ
原

案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
平
成
二
十
四
年
度
理
事
報
酬
額
に

つ
い
て

　
　

総
代
会
で
承
認
戴
い
た
平
成
二
十

四
年
度
理
事
報
酬
額
に
つ
い
て
、
組
合

長
・
専
務
・
筆
頭
理
事
・
理
事
の
報
酬

に
つ
い
て
協
議
し
決
定
致
し
ま
し
た
。

二
、
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い

て

　
　

役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い

て
、
支
給
方
法
、
支
給
時
期
に
つ
い

て
は
常
勤
に
一
任
す
る
こ
と
が
承
認

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
定
款
第
三
十
八
条
に
よ
る
参
事
の

選
任
に
つ
い
て

　
　

参
事
に
三
浦
義
昭
（
学
経
理
事
）

を
選
任
致
し
ま
し
た
。

　
一
、
平
成
二
十
四
年
度
監
事
報
酬
額
に

つ
い
て

　
　

総
代
会
で
承
認
戴
い
た
平
成
二
十

四
年
度
監
事
報
酬
額
に
つ
い
て
、
代

表
監
事
・
監
事
・
常
勤
監
事
の
報
酬
額

に
つ
い
て
協
議
し
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失
失失失失失失

監
事
会
か
ら
の
ご
報
告

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
五
日
第
一

回
監
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
五
日
第
一

回
理
事
会
で
次
の
案
件
に
つ
い
て
協

議
し
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

 
５
月
３
日　

春
の
園
芸
市
（
〜
４
日
）

５
月
７
日　

企
画
会
議

５
月
８
日　

上
川
中
央
部
内
部
審
査

　
　
　
　
　

総
務
部
（
〜　

日
）

１０

５
月　

日　

第
２
回
理
事
会

31

５
月 「
た
い
せ
つ
」の
あ
ゆ

「
た
い
せ
つ
」の
あ
ゆ
みみ

退
職
の
ご
挨
拶

営
農
部
営
農
推
進
課　
　
　
　

考
査
役　

原　

隆
幸

　

深
緑
の
候
、
組

合
員
の
皆
様
に

は
、
益
々
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
五
月
三
十
一
日
を
も
ち
ま

し
て
、
長
年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

「
た
い
せ
つ
農
業
協
同
組
合
」
を
退
職

い
た
し
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
昭
和
五
十
年
六
月
、
旧

東
鷹
栖
農
業
協
同
組
合
に
奉
職
以
来
三

十
七
年
の
長
き
に
亘
り
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
偏
に
組
合
員

皆
様
を
は
じ
め
役
職
員
皆
様
の
温
か
い

ご
指
導
と
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝

し
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
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５月23日付で人事異動がありました。　上記機構図の太線枠が、今回の異動対象者（昇格含む）です。
機構の一部を改正　～　金融部共済課と購買部自動車共済課を統合、金融部共済課と致しました。
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平成24年５月23日たいせつ農業協同組合　機構図
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